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【背景・目的】
　先天性股関節脱臼の診断・治療及び経過観察にお
いて、定期的に両股関節撮影を行っているが、撮影
部位が生殖腺に近いことなどから被ばく線量の低減
が求められている。
　柱状結晶型 CR プレート（以下 C プレート）は、
塗布型 CR プレート（以下 RP プレート）に比べ、
粒状度・鮮鋭度などの物理特性の優れた CR プレー
トである。今回、乳幼児股関節撮影で C プレート
を使用したときの RP プレートとの比較・検討を
行ったので報告する。
【対象・方法】
Ⅰ．バーガーファントムを用いたコントラスト分解
能
　タフウォーターの中間にバーガーファントムを挟
み、厚さ 9cm の模擬ファントムを作成した。当セ
ンター乳幼児股関節標準条件（54kV　2.02mAs　
SID 100cm）にて管電圧一定で、mAs 値を標準条件
の 50% から 120% まで変化させ、C プレートと RP
プレートにて撮影を行い、コントラストノイズ比

（以下 CNR）および C-D ダイアグラムの評価を行っ
た。
Ⅱ．被ばく線量の測定
　0 歳・1 歳における両股関節撮影時の表面線量を、
茨城県放射線技師会の NDD-M ソフトを用いて
NDD 法を算出し、日本放射線技師会医療被ばくガ
イドラインの値と比較を行った。
　また、照射野内の各臓器の吸収線量を PCXMC
用いて算出した。
Ⅲ．臨床画像の評価
　対象を当センターで先天性股関節脱臼と診断され
た患児 7 例とした。標準条件で RP プレートと C プ
レートを撮影した画像と、標準条件の 80% で C プ
レートに撮影した画像を用いて、診療放射線技師
15 名、放射線科医師 1 名で視覚評価（サーストン
の一対比較法）を行った。
【結果】
Ⅰ．バーガーファントムを用いたコントラスト分解
能
　CNR はアクリルディスクの全ての深さにおいて、

RP プレートに比して C プレートは CNR が大きく
なり、また、C-D ダイアグラムでは、標準条件と標
準条件 80% で撮影された C プレートが、RP プレー
トよりも左下方に位置し、コントラスト分解能に優
れた結果を示した。
Ⅱ．被ばく線量の測定
　日本放射線技師会医療被ばくガイドラインで乳児
股関節の表面線量は 0.2mGy 以下が目標値で、 NDD
法により算出された表面線量は、標準条件で
0.06mGy、標準条件 80% で 0.04mGy で、ガイドライ
ン値の 1/4 以下を示し表面線量の低減が確認でき
た。
　PCXMC による各臓器の吸収線量も、標準条件よ
りも標準条件 80% の方が臓器線量の低減が図られ
た。
Ⅲ．臨床画像の評価
　サーストンの一対比較法の結果を図 1 に示す。視
覚評価の結果は、A と B の 2 パターンの傾向を示
したが、どちらも C プレートを使用した画像は、
RP プレートに比べ画質の向上が認められた。
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